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高柳嘉次提出論文内容要旨
 脳はその部位によって異なった組織構造,異なった機能をもつているが,その代謝活性や生化
 学的反応も部位別に異なっていることが考えられる。このような脳の部位別代謝に関する研究は,
 神経化学の分野では比較的最近興味をもたれるようになって来たものであり,これに関する報告
 は極めて少ない。
 著者はモルモット脳を用いて大脳皮質,白質,間脳,小脳皮質の4部位の内在呼吸,グルコー
 ス基質に於ける静止呼吸,電気叉はK(カリウム)刺激下の刺激呼吸と好気的解糖,Aoh(ア
 セチルコリン)生成などについて観察し,各部泣の代謝水準の序列を朋らかにし,若干の考察を
 加えた。
実験方法
 体重240～52臼9のモルモットを瞬時断頭し脳を剔出,氷1令K.lt.P.(Krebs-Rin-
 ger燐酸塩)液に入れ,氷冷シャーレ上で小脳半球,虫部の皮質第1,2層,大掴皮質の第1屠以
 外の居,次に大脳半球を正中断し,間脳王として視床をとり,吏に側脳室を開いて白質面を露出
 して,各部位の切片(厚さ0.4鰯以下)を作製した。その湿重量50靱をワールブルグ検圧計容
 器内に浮遊せしめ,ガス置換霞平衡振盪を行なう。容器内の浮遊液はK.R.P液ろ.ロ%,基質
 としては終末濃度10脳・のグルコースを便用し,気相は10O%酸素である。恒温槽温度は
 5Z5℃,振盤回数は"2回/分,平衡振盪10分の后呼吸を測定する。
 実験開始から平衡振盤に移るまでの暗闘は40分前后であった。電気刺戟を加える場合は
 Mcolwainのconicaleエeo廿“evesselE型容器を用い,早坂の考案した刺激
 装置で,平衡振盪開始后40分目から60分間,周波数可00サイ・クル/秒,尖頭電圧18ボル
 ト,パルス巾0、4ミリ/秒のコンデンサー刺激を加えた。K刺激の場合は,平衡振盪開始后40
 分目に側室からKG必溶液を加え,終末に濃度が100彿Mになるようにし,其の盾60分間の
 呼吸を観察した。
 乳酸生成は,呼吸測定后の浮遊液に含まれる乳酸量をBarker-SummerSOIi法で定量し,
 AGhは蛙腹直筋法を用いて,浮遊液の遊離AGh,叉Richterの方法によって結合AGhを
 定量した。
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 実験結,栗
 グルコース基質に於ける静止呼吸は,間脳が最高で6Z2μM/9/hであり,以下小脳,大脳
 皮質,大脳白質の順であり,K刺激,電気刺激時の刺激呼吸は大脳皮質を最高(増加率+9tO%)
 とし・次いで白質,間脳,小脳の順であった。
 内在呼吸は間脳・小脳皮質が大きく・内膳皮質・白質では少ない。大脳皮質の内在呼吸はグル
 コース基質の静止呼吸の75～56沼%を占め,他部位の内在呼吸も概ねこの程度である。
 静止系に於ける乳酸形成は小脳皮質が特に大きく,他の部位では少ない。刺激時の乳酸形成は
 '大脳皮質が最高であり,白質,間質が之に次ぐが,小脳皮質の刺激による乳酸形成は最も低い。
 総Aohは間脳が最大であり,大脳皮質,白質が之に次ぐが,小脳皮質は著しく少ない。
 電気刺激時の刺激系に於ける総Achは省都とも増加の傾向を示し,父遊離AChの放出の増大
 を来すが,后者は大脳皮質,白質、間脳て増加率100～180勿を来す。・1¥脳のAChは静止時も刺
 激時も非常に少なく,刺激効果は朋らかでない。
 静止呼吸の大きさの鄙泣別序列は,実験動物の発育の段階によって変動すると云うが,著者の
 成績はHimwiChの大脳1(おける成績とよくヅ致して居り,この事から個体発生の初期には発
 生学的に古い脳部分の呼吸が大きく,発育が進むにつれて発生学的に新しい脳部分の呼吸の方が
 大きくなると云うHimwiOhの説を一応肯定し得ると思われる。
 電気刺激,K刺激に対する刺激応答は,従来大脳皮質切片についてだけ認められたもグ)である
 が,大脳白質,間脳,小脳皮質切片で程度の差こそあれ,常に認められる。
 但し小脳皮質の刺激に対する代謝応答は可成り少左(,このことから小脳のように発生学的に
 古い脳部分では,刺激によって起るener匹y要求の増大に対応する為の予備能力が,発生学的
 により新しい大脳皮質,白質,間脳などよりも少ない事を意味しているように思われる。
 内在呼吸の水準は,各部位ともグルコース基質の静止呼吸の60～80%を示すが,これと各
 部の発生学的序列,刺激効果などとの関連は認められない。脳の内在基質に関しては未だ不明の
 点が多いので乳更に別の観点から検討する必要がある。
 以上のような脳各部の代謝水準の量的な差は,各部に含まれる神経細胞数の差,各部の解糖,
 呼吸あるいはAch合成系に関与する酵素,補酵素活性の量的,質的な差によって説明される可
 能性があるが,その為にはなお多くの部位別代謝に関する知識の補足と集積が必要である。
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 著者はモルモット脳を用いて,大脳皮嚢,自賛,間脳,小脳皮質の四部位φ内在呼吸,グルコ
 ー ス纈下噌止曝・繍拡ぴ型ウム魯刺町の鰍呼吸,好気的騰疎大とアセチノレ
 コリン1 )生成などを観馴各部の代灘の腕明らかにし,若干螺を加え 
 る6
 電気刺戟ぱMcエlwainの方法に従い,Gonica■Ele6trode▽e昼sel皿型容器内
 で,一定のコンデンサー刺激を加え,K刺戟は終末濃度100恥MのKO■を添加し孕それぞれ
 6・分間鯛轍て対する代謝応翫見た・乳轍Barke「一Sαlnτηe「6?a法で比色超し}
 Ach雌随雛陰り・灘A曲艮びRichterの方陣ゆ船A・ch・を測定した・
 グルコース纈に測講止嚇は,間脳糧高でるz2μM/9/玉.,以刊脳,焔頗,
 燭噸q順で軌隙伽よぴ軍気刺激時の撒郷,内鞘質を縮とし(増ナ1麟
 .ウ1.0%),次いで白質,間脳,小脳の順であったq'
 内在呼吸は間脳,小脳皮質が大きく2大脳皮質輝ヨ質では少ない。大脳皮質の内在呼吸は,グ
 ルコース基質の静止呼吸の75ん565%を占め,他部位の内在呼吸も概ねこの程度であった。
 静止系に於ける乳酸形成は,小脳皮質が特に大きく,他の部位では少ない。刺激時の乳酸形成
 は大脳皮質が最高であり,白質,間脳がとれ.に次ぎ,小脳皮質マ最庵低い。
 総Achは間脳が最大であり,大脳皮質,白質がこ.れに次ぐが.小脳皮質セは著しく少ない。
 電気刺激時の刺激系における総Achは・各部とも増加の傾向を示し,又遊離Achの放繊の増
 大を来すが,後者は大脳皮質,白質,間脳で増加率100～i80%を示す。小脳のAchは静
 止時も束轍時も非常に少攻く,刺激効果は明らかでな広q'
 静止呼吸の大きさの序列はHimwic且の観察と一致して居り,この'こ≧から脳の発生学的序
 列と代謝活性の大きさに関する翫mwichの説は,一塩肯定し得る≧した。
 一電気刺戟,K刺激に対する刺戟応答は,大脳皮賃切片のみならず,臼質,間脳,小脳皮質にか'
 いても認められた。この際,小脳の如き発生学的に古ぐ,又代謝様式の分化も不充分な部位では1
 刺激に対する代謝応答が少ないことを認め牟。
 脳の内在呼吸の大きさと刺激に対す為応筈の関係は認めらむなかった。
 Ach生成に関する観察では、大脳皮質∫間脳と・比づて小脳皮質の態度が特徴的であり,ACh
 レベノレ,Ach生成ともに非常に少ない。
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